
 

  

第 2 回 編集長 ファッションジャーナリスト 宮田理江 

2019-20 年秋冬ファッショントレンド 

優美×シャープのめりはりを演出！ 

タイツと“脱げないココピタ”の名コンビ 
‘19-20 年秋冬の装いはクラシックなムードが濃くなります。キーイメージは「貴
婦人」。古風でエレガントな着姿がテーマに浮上します。レトロなムードに導いて
くれるボウタイ（リボン）・ブラウスや、レディー感の高いケープ（マント）など
がトレンドアイテムとして浮上。ロングスカートやワイドパンツなどの優美なボ
トムスに合わせて、縦長シルエットを印象づけるのがポイントです。 

防寒が求められるシーズンだけ

に、見た目のかさばりを抑え込む

のがスタイリングのポイントにな

ってきます。アウターの上から太

めのベルトを巻く小技は、くびれ

を強調する効果が見込めます。シ

ャープなレッグラインを演出した

いなら、引き締め役のタイツがお

すすめ。ほっそり感を引き出して

くれるはずです。 

 

タイツと「脱げないココピタ」

の名コンビ 

 

 冬のコート姿を素敵に仕上げる

には、タイツが役に立ちます。レ

ッグラインがすっきり映るのに加

え、色や柄で着姿に華やぎを添え

る効果も。コートのボリュームと、

タイツのコンパクト感がきれいな

コントラストを生んで、コートル

ックにリズムが生まれます。たと

えば、ダウンアウターのような、

量感のたっぷりした羽織り物との

組み合わせは、タイツの生むスレ 

ンダーな脚線を際立たせる好相性

コーディネートです。 

ただ、タイツでは足先のぬくも

りが足りないところがあり、ソッ

クスを上から重ね履きする人も多

いようです。カジュアルな靴で、

大人かわいく着こなしたい場合な

らよいのですが、パンプスで合わ

せると、厚みが出すぎて靴の内側

がパンパンに。ブーツの場合も、

窮屈になってしまいがちでした。 

「脱げないココピタ タイツに in」

は、タイツの中に履くという斬新

な発想から生まれたフットカバ

ー。履いてもずれないから、「タイ

ツ×脱げないココピタ」の組み合

わせだけで済みます。足裏がフリ

ース素材であたたかいおかげで、ソ

ックスの重ね履きは不要になりま

した。 

淑女気分のレイヤードを 

モダンにアップデート 

 

 レディーライクな装いが勢いづ

くこの秋冬に試したいのは、ケー

プとタイツの組み合わせです。肩

に気品を添えるケープは、新トレ

ンドを取り入れるのにうってつけ 
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のアイテム。肩周りに量感が出る

分、タイツを使ってボトムスは引

き締めて。保温を兼ねて、タイツ

の中に脱げないココピタを「隠し

レイヤード」すれば、足取りも軽

くなります。 

 細身イメージを打ち出すなら、

ペンシルシルエットのタイトスカ

ートや、細いプリーツを施したス

カートなどが格好のパートナーに

なってくれます。知的でスマート

なキャラクターを演出しやすい点

でも、かさばる秋冬にこそ、上手に

使いこなしたいボトムスです。 

 アウターを羽織るせいで、秋冬ル

ックは見た目の印象が重たくなり

やすいから、ボトムスは軽やかなム

ードを醸し出す選択が正解に。有力

候補になるのは、透け感を帯びたチ

ュールやシフォンといった、割と薄

手のスカート。やわらかい素材のボ

トムスに、ざっくりニットセーター

やボリュームのあるダウンジャケ

ットやファーコートで合わせると、

風合いの違いが際立ちます。こうい

った薄手生地のボトムスは寒さが

気になるので、タイツと脱げないコ

コピタの重ね使いが一層頼もしく

感じられます。 

 

冷え対策とおしゃれを叶える

「足の裏の力持ち」 

 

 一見あたたかそうなブーツを履

いていても、意外に足裏は冷たくな

りやすいものです。貼るタイプの使

い捨てカイロを、足裏に付けて冬を

凌ぐ人も珍しくありません。 

ただ、靴の中がかさばって窮屈に

なることがあり、足裏の違和感も

気になります。ところが、脱げない

ココピタの上からタイツを履け

ば、薄手でもしっかりした保温効

果が期待できます。女性の大敵「冷

え」に立ち向かえる「足の裏の力持

ち」です。 

実際にタイツの中に履いてみた

ところ、脱げないココピタがずれた

り脱げたりしないから、歩き回る日

でも安心して過ごせました。パンプ

スで合わせてもすっきりして映り、

重ね履きしているようには見えま

せん。ショートブーツもスマートな

見え具合に仕上がります。 

 ココピタを靴の内側に忍び込ま

せておくだけで、細感をキープし

たまま、ずれも脱げも封じ込める

から、秋冬の着膨れ防止にも役立

ちます。もはや秋冬の必需品とな

りつつあるフットカバーは、「使わ

ないと損」と言えるアイテム。「見

えないヒット商品」になった脱げ

ないココピタは、私にとっても冬

の頼れる味方になりました。 

ファッションジャーナリスト、 
ファッションディレクター 
宮田理江 
 
最新コレクションのランウェイ分
析から、リアルトレンドを落とし
込んだ着こなし解説まで、「ファッ
ションの今」を分かりやすく伝え
る情報を様々なメディアで発信し
ている。自らのテレビ通販ブラン
ドもプロデュース。著書に「おし
ゃれの近道」「もっとおしゃれの近
道」（ともに、学研パブリッシング）
がある。 

「脱げないココピタ 

タイツに in」大好評発売中！ 

20-30 代の足元が最も冷えている?! 

 

「脱げないココピタ タイツに in」

は、冬の寒さから女性の足もとを

守ることを考えた、タイツの中に

重ね履きする新発想のフットカバ

ーです。同商品は、足底に薄くて

あたたかいフリース素材を採用。

タイツと重ね履きすることで、足

底を 3 倍※1あたたかくする効果を

発揮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同社の調査では※2「足の冷え」は、

高齢の女性よりも実は、20-30 代の

女性に多いという結果が出ていま

す。職業別では、座っていることの

多い事務や立ち仕事の販売職の方

が多いという結果に。 

今年のファッショントレンド「優

美×シャープ」のめりはりスタイル

をあたたかく軽やかに着こなす為

のお勧めの商品となっています。 
※1 衣類の抵抗を表すclo値が3倍。 

80デニールタイツでの比較(岡本㈱調べ)  
※2 足の冷えに悩む女性20～30代(31%)と60～70代女性(16%)

の比較による。（2017年3月インターネット調査/n=750）  

[お客様お問合わせ先] 

岡本株式会社 お客様相談室 

TEL:0120-551975 平日 10:00～17:00 

※土・日・祝日、年末年始・夏期などの 

特別休業日を除く 

http://www.okamotogroup.com/ 
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